
　本誌をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　４月にこども家庭庁が発足する2023年は、幼児教育

界にとって節目のときとなります。そこで、今号ではさ

まざまなデータに着目し、そこに表れる「数字」をもと

に幼児教育界の「今」と「これから」について、識者に語っ

ていただきました。

　後半では、「数字」からは少し離れて、可視化が難

しい非認知（社会情動的）能力の育成に関する研究や、

沖縄県で展開されている園とは異なる形での個性的な

取り組みをご紹介しています。沖縄県では３年ぶりとな

る対面での取材を行い、表紙もイラストから写真へと変

わりました。子どもたちとの触れ合いを通して、改めて、

幼児教育のすばらしさや、子どもの育ちの基礎を担う責

任の大きさをかみしめています。

　ぜひ、多くの先生方にお読みいただき、今後の園の

あり方を考える際にお役立ていただけたら幸いです。
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年に２回発行する本誌では、これまでベネッセ教育総合研究所

による調査をもとに、「数字」という側面から、子どもの育ちや

生活、園の状況などに関する研究成果を、解説や提言などのさ

まざまな形でご紹介してきました。

今号ではそれらに加え、幼児教育界全体に視野を広げて、少

子化という課題や園種別の規模の変化、園を支える先生方の

職場環境などを、「数字」に着目して取り上げています。こども

家庭庁の発足により新しい展開も感じられる中で、各園の力が

結集され、幼児教育界の「これから」が形づくられていくよう、

ともに考えていきます。
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